
FTSE世界国債インデックス (WGBI) 

1986年にソロモン・ブラザーズによって開発された世界国債インデッ

クス（WGBI）は、1984年12月以降の履歴データを有し、ほどなくして

世界の国債市場のパフォーマンスを測る標準的な指標として広く認識さ

れるようになりました。

2017年以降、FTSE RussellがWGBIの所有者および管理者となり、現在

では「FTSE世界国債インデックス」として提供されています。2025年

9月時点で、FTSE世界国債インデックスは16通貨、24か国のソブリン

債券市場が組み入れられています。 

WGBIは、世界最大級の政府系ファンド、資産保有者、資産運用会社、

投資家、アナリストの皆様に、グローバルな国債のリスクとリターンを

測定するための指標として、引き続き活用されています。 

WGBIの構築方法 

WGBIは透明性が高く、論理的かつ厳格なルールに基づいて構築されて

います。 

ユニバースの定義
流動性が高く、投資適格のコア国ソブリン債市場

現地通貨建ての固定利付債で満期までの年限が1年以上

市場の選択 
 市場アクセシビリティ・レベル2が必要 

 上記レベルは3月と9月の半年毎にレビュー 

 市場アクセシビリティの変更に先立ってウォッチリストに掲載 

市場規模による選別 
 各現地通貨建て債券市場において最低市場規模を設定 

 個別銘柄にも最低必要残高を設定 

最低格付けによる選別 
 組み入れに必要な基準: S&PのA-およびMoody’sのA3 

 除外基準: S&PのBBB-およびMoody’sのBaa3未満 

WGBIの主な特徴 

厳格な構築手法 

WGBIは、透明性が高く、論理的かつ厳格なルー

ルに基づいて構築されており、投資家の皆様が実

際に投資される国債市場の動向を的確に反映する

ことを目的としています。

豊富な過去データ 

WGBIは、40年以上にわたるインデックスの履歴

と、それに関連する債券市場の分析およびデータ

を提供しています。これまでに、複数の金利サイ

クルや信用サイクルを通じて、世界の債券市場の

動向を継続的に捉えてきました

ダイナミックなエコシステム 

WGBIは、償還期間の構成、地域的な焦点、債務

の受容力、信用格付け、そしてサステナビリティ

といった観点で差別化された国債インデックスの

エコシステムの中核に位置しています。

マーケットに依拠したプライシング

本指数に含まれる銘柄の多くは、金利・クレジッ

ト・株式・マネーマーケットにおける電子取引市

場の世界的なリーディング・プラットフォームで

あるTradewebのベンチマーク終値を用いて算出さ

れています。

洗練された分析 
WGBIは、LSEG Yield Bookをはじめとする高度な

債券分析ツールによって支えられています。これ

により、投資家、アナリスト、トレーダーは、複

雑かつ精度の高いポートフォリオ分析やリスク管

理を行うことが可能となっています。

FTSE世界国債インデッ

クス (FTSE WGBI)
世界標準の国債ベンチマーク 
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FTSE WGBIのデュレーション、利回り、クレジットの比較 

実効デュレーション

出所 、2024年年末現在 
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世界国債インデックスの関連指数

時価総額型

FTSE世界国債インデッ

クス（WGBI） 

現地通貨建ての投資適格固定利付国債のパフォーマンスを測定する代表

的なグローバル国債インデックスで16通貨、20か国以上の構成国のソブ

リン債が対象となっています。 

FTSE世界国債（0－1

年）インデックス 

WGBI適格銘柄が1年未満になり除外された債券で構成される指数で、最

低残存期間は1か月となっています。 

FTSE世界国債（0-1年）

インデックス（含短国） 

上記のWGBI（0－1年）インデックスに加えて、WGBIの対象ではない短

期国債（T-Billなど）を含んだインデックスです。 

FTSE世界国債全年限イ

ンデックス 

WGBIとWGBI（0－1年）を合算した全年限を対象としたインデ

ックスです。 

 サステナブル

FTSE 気候リスク調整世

界国債インデックス 

（Climate WGBI） 

WGBIのウエイトを相対的な気候リスクのパフォーマンスである「物理的

リスク」「移行リスク」「レジリエンス（耐性）」という3つのピラーに

基づいて調整します。 

FTSE野村Climate CaRD 

WGBI 

Climate WGBIの各市場の年限構成をキャリーとロールダウンを最適化す

ることで構成されたインデックスです。 

FTSE ESG WGBI 
国別に環境、社会、ガバナンスを相対評価したESGスコアにより、各

国の時価総額ウェイトをティルトしたインデックスです。 

スマート 

ベータ

FTSEデット・キャパシ

ティ世界国債インデッ

クス 

国内総生産（GDP）に対する債務発行額が比較的少なく、債務返済能力

が高い国々に焦点を当てています。 

FTSE野村CaRD世界国

債インデックス 

WGBIのキャリーとロールダウンを最適化して、より効率的なリターンを

享受することを目的としたインデックスです。 

特別仕様 FTSE MPF WGBI 香港の強制積立年金の規制に準拠したWGBIです。 
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市場ベースのプライシング

世界の債券市場では、ますます多くの取引が電子取引プラットフォーム上で、執行アルゴリズムを用いて行われるようになっていま

す。これは、債券市場の価格形成や評価方法に重要な影響を与えています。債券市場の一部セグメントでは、電子化の進展が株式市

場や外国為替市場と同程度に達している分野もあります。現在では、価格はTradewebのような中央取引プラットフォーム上で形成

されており、従来の相対取引による価格形成とは異なっています。 

WGBIをはじめとするFTSE Russellのインデックスやベンチマークの算出に使用される債券の引値の多くは、Tradewebのプラットフ

ォーム上での取引に基づいています。価格を中央執行プラットフォームに結びつけることで、債券市場全体の効率性向上に貢献して

います。FTSE Russellの親会社であり、Tradewebの筆頭株主でもあるロンドン証券取引所グループ（LSEG）は、こうした市場の近

代化の潮流を牽引する存在です。 

カスタム指数の提供

債券市場では、カスタマイズを求める需要が急速に高まっています。ベンチマークやインデックスを選定する際、投資家は自身の見

解をより細かく反映できる債券市場の切り口を求めるようになっています。たとえば、特定の市場セグメントにおける流動性の高い

上位 銘柄のみを対象としたインデックスを希望する場合や、特定の信用リスクカテゴリーやデュレーションに焦点を当てたイン

デックスを求める場合があります。

は、お客様のご要望に沿ったカスタム・ソリューションの開発を支援しています。当社は、こうしたプロセスを投資家

や資産保有者の皆様とともに進めるための十分な能力と専門知識を備えています。また、当社の「インデックス・モジュール」を活

用することで、ユーザーはカスタム・ベンチマークの設計、過去の傾向の分析、そして 債券インデックス全体にわたる詳細な

分析を行うことが可能です。

分析ツール

は、充実した債券分析ツールによって支えられています。 の は、債券分析における信頼性と権威を備えた情

報源であり、マーケットメイカーや機関投資家の皆様が、複雑かつ高精度なポートフォリオ分析やリスク管理を行うことを可能

にします。

は、 に含まれる市場を含む数多くの債券市場における国債利回りカーブやスワップカーブを提供しています。こ

れらのカーブは、投資家が国債の相対価値分析を行う際に有用です。また、 は、ポートフォリオ・マネージャーが投

資アイデアや運用戦略を分析する際にも有用なツールです。

ガバナンスと監督体制

FTSE債券インデックスは、市場の専門家による定期的な監督と、透明性のあるガバナンス体制のもとで運用されています。アジア、

、米国・カナダの各地域に設置された債券市場に関する諮問委員会には、経験豊富な市場関係者が参加しており、当社の債券イ

ンデックスの手法に関する意見を定期的に提供しています。

これらの委員会は、たとえば国の分類基準がグローバル投資家のニーズを満たしているかどうかを客観的に評価する役割を担ってい

ます。こうしたチャネルを通じて得られたフィードバックは、現行の基準を満たしていない場合や、現地の投資環境に重要な変化が

生じた場合に、当該市場のアクセス性の評価を見直す際に活用されます。

FTSE Russellでは、アジア、 、米国、カナダの 地域に設置された債券市場諮問委員会の「委員会規程」を、ウェブサイト上で

公開しています。債券インデックスの手法に対する重要な変更案がある場合には、 の諮問委員会や、必要に応じてその

他の関係者との協議を行い、広範な市場関係者との意見交換（パブリック・コンサルテーション）も実施しています。

FTSE債券インデックスの監督および設計に外部関係者が関与することは、世界の債券市場におけるベンチマーク構築において、極

めて重要な要素となっています



FTSE Russellについて 

は、多様な資産クラスや投資目的を網羅するインデックスおよびベンチマーク・ソリューションを提供する世界有数のプロバイダーで

す。信頼できる投資のパートナーとして、投資家が情報に基づいた投資判断を下し、リスクを管理し、投資機会を捕捉することを支援します。

市場参加者は、資産クラス全体にわたるグローバル・インデックス・ソリューションの開発と管理における当社の専門知識を参照しています。アセ

ット・オーナー、資産運用会社、 プロバイダー、および投資銀行が、投資パフォーマンスを計測し、 、仕組商品、インデックス・ベースのデ

リバティブ商品を組成するために のインデックスを参考にしてきました。当社のクライアントは、資産配分、投資戦略分析、リスク管

理に当社のソリューションを使用しており、当社の堅牢なガバナンスプロセスとその真摯な運用を高く評価しています。

当社は 年以上にわたり、投資家のために変化を推進する最前線に立ち、常に革新を続け、グローバルな投資コミュニティに新たな機会をもたらす

次世代ベンチマークと投資ソリューションを提供しています。 

連絡先

ウェブサイト lseg.com/ftse-russell および email info@ftserussell.com あるいは下記の番号までご連絡ください。 
 

EMEA +44 (0) 20 7866 1810 

北米 +1 877 503 6437 

アジア太平洋地域 

香港 +852 2164 3333 

東京  03 (6441) 1430 

シドニー  +61 (0)2 7228 5659 
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